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分子の電子系を光によって制御するスイッチングユニットとして連結方向の切り替えという

観点からトライアングル型ターアリーレン誘導体の開発を行った。ターチアゾール誘導体を希土

類金属に結合させることで開発されたフォトクロミックスイッチング特性を有する発光性希土

類錯体について、その低温発光特性や量子化学計算の結果などから、光スイッチングメカニズム

を解明した。また、イミダゾリウムを中央部に有する新規なターアリーレン誘導体フォトクロミ

ック分子の開発に成功した。この分子は室温において液体で、フォトクロミックイオン液体とし

て機能することを見出した。また溶媒によって閉環状態の吸収スペクトルが大きく変化すること

やイオンとの相互作用が変化することなどが見出された。さらに光閉環反応に伴ってルイス塩基

との反応性が高まる結果、ルイス塩基を可逆に結合―放出する機能があることを見出した。ルイ

ス塩基が結合した状態では分子全体が中性化することから液層抽出が可能であることを見出し

光誘起物質移動の可視化に成功した。プロトン間の核磁気相関を NOE 計測などから評価した結

果、ルイス塩基との相互作用の解明に成功し、新しい光スイッチングシステムの可能性を解明し

た。また DFT 計算などとの対応も明らかにした。さらにこれを利用して、光酸発生効果が可能

であることを見出した。 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4判縦長横書1枚)を添付

すること。 
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